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1．はじめに 
岩手県の肥満率（男性 20～69 歳）は 38.7%で、全国平
均の 31.1%を上回り全国 7 位である 1）。肥満率の減少は
わが国の健康課題の 1 つであり、健康日本 21（第 2 次）
では幼少期から肥満傾向にある子どもを減少させること
が目標となっている 2）。肥満の予防には適切な食生活の
継続が必要であり、都道府県や市町村といった地域レベ
ルで問題を明らかとし、対応していくことが求められて
いる 3）。岩手県では、肥満傾向にある子どもを減少する
ことを目標に食育を推進してきた 4）。しかし、肥満の割
合は全国平均よりも高い状況にあり、望ましい食習慣の
定着に向けたさらなる対策が必要である。 
本報告は、既存調査データを用いて、岩手県における肥
満対策の食育推進に向けた手がかりを得るために、肥満
者の食知識と食行動の特徴を検討した。 
 
2．方法 
2-1 対象者とデータ収集 
本報告で使用したデータは、2012 年 12 月にマイボイス
コム株式会社（以下、M 社）が保有するアンケートモニ 
ターの中で岩手県に在住している 20～39 歳を対象に行っ
た調査データである。M 社は、モニターの中から性別が
住民基本台帳年齢別人口（都道府県別）の岩手県の人口
構成比と均等になるように層化した上で岩手県在住のモ
ニターを抽出した。目標対象者数を 200 名と設定し、調
査モニターの中から無作為に 943 名を抽出し、調査協力
依頼と回答 WEB 画面のリンクが記された電子メールを
対象者に送付した。そのうち 237 名が調査に回答した（回
答率 25.1％）。本研究では、回答が得られた 237 名を解
析対象とした。 
個人情報は、登録モニターと M 社との間で契約されて
おり、回答者のプライバシーは完全に保護されている。 
 
2-2 調査内容
1）BMI 
BMI（body mass index）は回答者の自己申告による身長
及び体重から算出し、BMI＜25.0kg/m2 および BMI≧
25.0kg/m2 に判別した。 
2）食知識および食行動
13 項目の食知識および食行動を調査した。調査項目は、 
国民健康栄養調査 5）の調査項目、健康日本 216）の目標行
動、食事バランスガイド 7）の食事内容から抽出した。対
報告㻌
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表1　対象者の属性
Q  ％ 表2　肥満者（BMI≧25.0）の割合
性別  男性   BMI＜25.0 BMI≧25.0 S値
　　  女性   性別  男性  
年齢階層  20～29歳   　　  女性  
　　      30～39歳   年齢階層  20～29歳  
%0,NJP)　18.5未満   　　      30～39歳  
　　　　　  18.5～24.9   配偶者　あり  
  　　　    25.0以上   　　　　なし  
配偶者　あり   フルタイムの就業　あり  
　　　　なし   　　　　　　　　　なし  
フルタイムの就業　あり   数値はn(%)
　　　　　　　　　なし  




S値はχ検定または期待値が 5 以下の場合はFisherの直接法
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BMI＜25.0 BMI≧25.0 S値 BMI＜25.0 BMI≧25.0 S値
いいえ    
はい    
朝食の大切さを知っている いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
飲酒の適量を知っている いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
自分の適正体重を知っている いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
数値はn(%)
S値はχ検定または期待値が 5 以下の場合はFisherの直接法

菓子や嗜好飲料の適度な摂り方を知っ
ている



食事を規則正しい時間に食べることの
大切さを知っている
 

自分の食事をよりよいものにするに
は、どのように心がけるべきかを知っ
ている
 

 
 
牛乳・乳製品をどれだけ摂取したらよ
いかを知っている
 
果物をどれだけ摂取したらよいかを
知っている
 
自分にとって適切な食事内容・量を
知っている
バランスの良い食事の内容を知ってい
る
主食、主菜、副菜の料理区分を知って
いる
自分に必要な摂取エネルギー量を知っ
ている
表3　BMIと食知識との関連
男性(n＝121) 女性(n＝116)
野菜不足は健康に良くないことを知っ
ている
 

 
 

象者には調査項目に対して「はい」（1 点）、「いいえ」
（0 点）の回答を求め、その合計から食知識スコア（0～
13 点）と食行動スコア（0～13 点）を算出した。食知識
スコアが高いほど食生活に対する知識が多く、食行動ス
コアが高いほど適切な食行動を多く実践していることを
意味する。 
3）人口統計学的要因 
人口統計学的要因として、性別、年齢階層（20～29 歳、
30～39 歳）、配偶者の有無、フルタイムの就業の有無を
調査した。 
 
2-3 解析 
BMI（＜25.0kg/m2、≧25.0kg/m2）と人口統計学的要因、 
食知識および食行動との関連は、期待値が 5 以下の場合
は Fisher の直接法を、それ以外は χ2 検定を用いた。BMI
（＜25.0kg/m2、≧25.0kg/m2）における食知識スコアと食
行動スコアの差は独立したサンプルの t 検定により検討
した。分析は男女で層別に行った。有意水準は 5％未満と
し、統計解析は IBM SPSS Statistics 21 を用いた。 
 
3．結果 
3-1 対象者の属性
本研究の対象者（237 名）は男性が 51.1%、女性が 48.9%
であり、平均年齢±標準偏差は 32.4±5.4 歳（男性 32.7±
5.5 歳、女性 32.1±5.4 歳）であった。BMI は、18.5kg/m2
未満の低体重が 9.7%、18.5～24.9 kg/m2 の標準体重が
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BMI＜25.0 BMI≧25.0 S値 BMI＜25.0 BMI≧25.0 S値
野菜を多く食べている いいえ    
はい    
朝食を食べている いいえ    
はい    
食事の量は適量である いいえ    
はい    
バランスの良い食事を食べている いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
牛乳・乳製品を適量食べている いいえ    
はい    
果物を適量食べている いいえ    
はい    
菓子や嗜好飲料を適量にとどめている いいえ    
はい    
飲酒を適量にとどめている いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
いいえ    
はい    
食事は規則正しい時間で食べている いいえ    
はい    
数値はn(%)

S値はχ検定または期待値が 5 以下の場合はFisherの直接法
 
自分に必要な摂取エネルギー量を摂っ
ている
 
理想の体重に近づけよう、あるいは理
想の体重を維持しようと心がけている
 
自分の食事をよりよいものにしようと
心がけている
 

 
 
 
 
 
主食、主菜、副菜を組み合わせて食べ
ている
 
表4　BMIと食行動との関連
男性(n＝121) 女性(n＝116)
 
 
66.7%、25.0kg/m2 以上の肥満は 23.6%であった。約 4 割が
既婚者で、半数以上の者がフルタイムの就業をしていた
（表 1）。 
 
3-2 肥満者の割合
 人口統計学的要因からみた肥満者（BMI≧25.0）の割合
に有意な差は認められなかった（表 2）。男性の 27.3%、
女性の 19.8%、20～29 歳の 15.0%、30～39 歳の 26.6%が
肥満者であった。 
 
3-3 BMI と食知識および食行動との関連
 BMI と食知識に有意な関連は認められなかった（表 3）。 
食知識スコアは、BMI＜25.0kg/m2 と BMI≧25.0kg/m2 で有
意な差はなかった（表 5）。 
BMI と食行動の関連は、男性では「菓子や嗜好飲料を
適量にとどめている」者（BMI＜25.0kg/m2：27.3%、BMI
≧25.0kg/m2：3.0%、p＝0.002）および「理想の体重に近
づけよう、あるいは理想の体重を維持しようと心がけて
いる」者（BMI＜25.0kg/m2：30.7%、BMI≧25.0kg/m2：9.1%、
p＝0.002）が、肥満者に少なかった（表 4）。女性では BMI
と食行動に有意な関連は認められなかった（表 4）。食行
動スコアは、BMI＜25.0kg/m2 と BMI≧25.0kg/m2 で有意な
差はなかった（表 5）。 
 男性において、「菓子や嗜好飲料の適度な摂り方を知
っている」者は非肥満者（BMI＜25.0kg/m2）で 19.3%、肥
満者（BMI≧25.0kg/m2）で 9.1%であった（p＝0.272; 表3）。 
㻠㻌 㻮㻹㻵と食行動との関連㻌
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表5　BMI別の食知識スコアと食行動スコア
BMI＜25.0 BMI≧25.0 S値
食知識スコア
　男性 4.5±3.6 4.4±2.9 
　女性 4.8±3.1 4.5±2.3 
食行動スコア
　男性 3.3±3.3 2.6±1.9 
　女性 3.8±3.1 3.5±3.2 
数値は平均値±標準偏差
S値は独立したサンプルのt検定
 
「自分の適正体重を知っている」者は、非肥満者（BMI
＜25.0kg/m2）で 43.2%、肥満者（BMI≧25.0kg/m2）で 48.5%
であった（p＝0.601; 表 3）。 
 
4．考察 
岩手県は、肥満率の減少に向けた食育の課題として、子
どもの頃からの望ましい食習慣の定着を掲げている。本
報告では、20～39 歳男性の肥満者に特徴的な食行動が明
らかとなり、食育の推進に向けた新たな課題が示された。 
菓子や嗜好飲料の摂り過ぎは、エネルギーや糖質、脂質
の過剰摂取につながり、健康に悪影響を及ぼす可能性が
ある。本調査において、菓子や嗜好飲料を適量にとどめ
ている者が肥満者に少なかったが、菓子や嗜好飲料の適
度な摂り方を知っている者の割合に肥満の有無で有意な
差はなかった。菓子や嗜好飲料の摂り方の知識に関わら
ず、肥満者に菓子や嗜好飲料の摂取を適量にとどめてい
る者が少なかったことは、菓子や嗜好飲料の摂取には、
子どもの頃から形成される個人の嗜好や習慣が成人期の
菓子や嗜好飲料の摂取に影響している可能性が考えられ
る。そのため、家庭や学校などにおける幼少期からの菓
子や嗜好飲料に対する嗜好や習慣の形成が重要であると
いえる。 
健康づくりには適正体重を維持することが大切であり、
適度な運動習慣と健康的な食習慣が求められる。肥満の
原因には何らかの不適切な生活習慣が考えられるため、
肥満改善のために体重を減量するにはこれまでの生活習
慣を変容していかなければならない。人が行動を変えて
いく段階を行動変容の準備性（readiness）の観点から 5 段
階に分類した変容ステージ 8,9）は、「無関心期」、「関心
期」、「準備期」、「実行期」、「維持期」の 5 つのス
テージからなり、さまざまな健康行動に応用されている。
変容ステージの無関心期は 6 ヶ月以内に行動を変えよう
と思っていない時期であり、関心期は 6 ヶ月以内に行動
を変えようと思ってはいるが行動できていない時期であ
る。本調査の男性では、肥満者、非肥満者ともに 4 割程
度の者が自分の適正体重を知っていたが、肥満者には自
分の体重を理想体重に近づけようと心がけている者が非
肥満者よりも少なかった。したがって、岩手県 20～39 歳
男性の肥満者には、体重管理に対して無関心期と関心期
にあたる者が多いことが推察される。無関心期に対する
対応としては、行動変容の必要性を自覚してもらうこと
を目標に 10）、適正体重を維持することの健康上の利点や
過体重であることの健康上の問題などを認識させていく
必要がある。成人期前からの肥満予防という観点で考え
れば、子どもの頃から体重管理に対する知識を深めてい
くことが重要であるといえる。また、関心期には、動機
づけと行動変容に対する自信を強く持たせるための対応
が求められるため 10）、ソーシャルサポートや行動変容に
対する継続した情報提供が必要であり、家庭や職場、保
健・医療機関などによるサポートが重要であると考えら
れる。 
本調査において、女性の肥満者には食知識および食行動
の特徴は示されなかった。女性の生活習慣は、男性に比
べて主食・主菜・副菜をそろえた食事を食べる頻度が高
いが 11）、１日の歩数は男性の 7,136 歩に比べて 6,117 歩
と少ない 1）という特徴がある。よって、20～39 歳女性に
おける肥満には、食習慣よりも運動習慣の要因が強く関
わっている可能性が考えられる。今後は運動習慣や身体
活動量などの要因をふまえた検討が必要である。 
 
5．結論 
岩手県において男性の肥満率を減少させるためには、子
どもの頃から菓子や嗜好飲料に対する望ましい嗜好や習
慣を形成していくこと、体重管理についての知識を深め
ていくことが必要である。また、20～39 歳男性肥満者の
減量には、周囲のサポートが不可欠であることが確認さ
れた。女性については、運動習慣に関わる要因をふまえ
た再検討が必要である。 
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